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次回は、はなえくぼひくみ便りです。どうぞお楽しみに！

ご見学随時受付いたしております。お気軽にお問い合わせください。

『園芸だより』 担当：Ｋ．Ｍ

夏野菜をいろいろ欲張って植えましたが、猛暑

でほとんどが枯れてしまい、残っているのはナス

とピーマンだけです。夏野菜の季節はそろそろお

しまいですね。

数ヶ月前に植えた球根が、とっても可愛いピン

クの花を咲かせています（まるで私のように）。

ご来所の際は、玄関先の花を見てくださいね。

夢の実現に向けて

８月２８日。Ａさんと二人で「三山ひろしコンサート」に出かけました。半

年近く前にコンサートのことを知り「行きたい」と言われたＡさん。今までご

自分の思いを口にされることのない方でしたのでとても驚きました。「今まで

いっぺんも行ったことがないでよ」「最初で最後の死に土産だね」と笑って話

していました。

当日は、抱えた花束に埋もれるように車椅子に座ったＡさんを、係の方が特

別な入り口から車椅子席まで案内してくださいました。Ａさんは、コンサート

が始まっても、緊張のせいかかたい表情で歌を聴いていました。そんな時奇跡

がおきました。ステージを降り客席をまわっていた三山さんが、歌いながらＡ

さんの横に来てしっかりと握手をしてくださったのです。コンサート終了後の

握手会でも、かたい表情のまま花束を渡して２回目の握手をしてもらったＡさ

んは、会場を出た途端、いつもの表情に戻り「まぁ手は洗わへん」ととても嬉

しそうでした。帰り際８０代のご夫婦が「来られて良かったね」「楽しかった

ね」と話しかけてくれました。

Ａさんの「行きたい」の一言から実現したコンサート。いろいろな方々と関

わりを持ちながら出かけられたこと、私自身、少し自信を持つことができまし

た。今後も利用者様の思いに寄り添いながら、自分自身が楽しいと思えるよう

頑張っていきたいと思います。 はなえくぼ扶桑 管理者

『おはぎ作り』

９月２２日秋分の日。あんこ・きなこ・黒ごま３種類のおはぎを作りました。

まず、どのおはぎを召し上がりたいのか一人ひとり利用者様のご希望をお聞きし

て、それをご自分で作って頂きました。

「家で作ってました」と思い出されながら、とても上手に作られる方。職員と一

緒に作られる方。「よう作らんわ」と言っておられた方も、テーブルに用意する

と一生懸命作られました。

その後、手作りのおはぎを召し上がり「美味しい

ね」「もう食べちゃったよ」など会話されたり、よ

ほど美味しかったのか黙々と召し上がる方、いろい

ろでしたが笑顔は皆様同じで喜んで頂けました。ボ

ランティアさんのご協力もありがとうございました。

『流しそうめん』

夏になると食べたくなるのがそうめん。ツルッと喉ごしの良いそうめんが食べ

たくなります。ということで、ボランティアの方にお願いし、本格的に竹を使っ

た流しそうめんをして頂きました。より楽しんで頂くため、利用者様にはテーブ

ルに竹をセットするところから見学して頂きました。

そうめんが流れてくると、手を伸ばし無我夢中ですくう利用者様。最初は、そ

うめんのすくい方が難しく、目の前を通り過ぎてしまってキョトンとされていた

方も、徐々に上手にすくえるようになっていました。

そうめん以外にも、きゅうり・プチトマト・ブドウも流し、竹にいろいろ流す

だけで涼しげに感じます。「毎日でもいいね」

「こんな楽しいことができるんだね」「いつもよ

りたくさん食べたよ」と、それぞれの思いを満

面の笑みで話してくださいました。

また、ボランティアさんのお孫さんを優しい笑

顔で見守ってくださったり、面倒を見てくださっ

たり、ホーム中が優しい雰囲気に包まれました。

来年の夏も、流しそうめん楽しみにしています。

必ず、はなえくぼ扶桑に来てくださいね。

はなえくぼ扶桑 介護職員 Ｓ．Ｒ

『カボチャの重さ当てクイズ』

毎年恒例の「ハロウィン カボチャの重さあてクイズ」開催中です。

はなえくぼにお立ち寄りの際はぜひご参加ください。


